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学校法人三幸学園 

名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 

校長 岩田 博文 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 浅野 栄介 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2022 年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 酒井 光里 （株式会社 nano） 

② 浅野 栄介 （有限会社太閤オフィスサービス 代表取締役社長） 

③ 玉田 鷹士 （第１５期卒業生 株式会社 ACE） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2023 年 6 月 23 日（会場 名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 本館多目的教室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 
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2022 年度 学校法人 三幸学園 名古屋リゾート＆スポーツ専門学校 

自己評価及び学校関係者評価報告書 

自己評価報告責任者 ： 副校長 小久保 和紀 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 浅野 栄介 

1. 学校の教育目標

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、スポーツ分野の学校として「スポーツを通じて日本を明るく元気にする」というビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、スポーツ分野として「スポーツを通じて健康と楽しさを提供できる人材」を育成する

人物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

① 前年度重点施策振り返り

2022 年度全体会議内容抜粋 

〇生徒に対しての方向性（見逃さない教育・継続徹底） 

・集団生活を行っていくうえでのルール・マナーについての指導の徹底

⇒指導徹底をしていくにあたり挨拶等よりもルール指導に重きを置いてしまいリゾスポ生らしい「元気」や「挨拶」が

なくなってしまった為、教員から挨拶をすることや元気を出させる声掛けが必要。 

〇講師とのリレーション強化 

・コミュニケーション促進ツール teams の導入。

・クラス会議を実施し、生徒共有の場を増やした。

〇検定結果へこだわる 

・目標数値に到達することは出来なかったが、主要資格の多くで昨年度よりも高い合格率を達成することが

出来た。

② 学校関係者評価委員会コメント

浅野委員：退学率が上昇した要因はコロナ禍の影響はあるのか？ 

小久保さん：コロナ禍とは違う要因があったと考えている。2022 年度進級生の退学率が上がった。単位制になっ

てから１年生で複数の単位を落としていても進級することが出来るようになった。進級後に単位修得の

見込みが立たず、退学に至ってしまう学生がいた。2 年度前は退学率が下がっていて、コロナ禍の影

響で、通学せずに学べる環境になったことが、プラスの要因になったと考えている。コロナ禍が明けて、

対面で授業を受けられるようになり、コミュニケーションが必要になることで退学率が挙がった可能性も

あると考えている。 

酒井委員： 挨拶に関して、授業で来館するときに名札をしていることで教員と判断して挨拶する学生がいる。講

師・教員・外部の方と判断をして挨拶を伺う様子があった。 

小久保さん：誰に対しても挨拶が出来るよう指導していきたい。 

玉田委員：単位制になったことで、学生が欠時数を計算して単位修得のためだけに参加している様子が伺えた。

学生へのフォローの仕方がやりにくくなっている部分も感じる。 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・対面での保護者会実施ができずに電話での挨拶で終わってしまっている為、年 3 回の保護者文発送と定期的な

連絡でのアプローチとなってしまった。 

・定めた時期がコロナ前の為、ウィズコロナ、アフターコロナの業界ニーズに合っていない可能性が高い。 

・学科によってコースが多い学科はコースによった教育目標が必要。 

 

② 今後の改善方策 

・対面での保護者会実施と保護者の発送文を引き続き送ることで連携強化を図る。 

・コロナ以前の状況に戻しつつコロナ禍で生まれたテクノロジーを駆使する事でアフターコロナに向けた人材育成を

していく事が必要。 

・教育目標を検討する為に業界の方よりご意見をいただきながら設定。 

 

③ 特記事項 

・対面での全体会議実施をした為、人材育成像を全体で共有できた。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

小久保さん：コロナ禍で新しい業種・仕組みが出来た。全国合同で行うスポーツデザインコンペディションという行

事の一環で指導している様子の動画を作成し、発表する機会もあった。ウィズコロナの時代で何が相

応しいのか考える機会となった。 

玉 田 委 員 ：チャットＧPＴなどＡＩが発展している。フィットネス業界ではまだまだ取り入れていない部分もあるので卒

業生・フィットネス業界・トレーナー業界等で三幸学園が先行して進んでいけると業界を盛り上げてい

けると感じる。最近だとフィットネスミラーが流行ってきていると思う。 

小久保さん：教員からトレンドを理解する為にスマートウォッチなどを身に着ける・体験する必要性を感じている。 

吉 越 さ ん ：今考えている教育の人材育成像は社会から求められているものと相違はないか？ 

酒 井 委 員 ：トレーナーになるために学校で知識を身に付けることを前提としたうえで、プラスアルファ、自分の得意

分野を得るためにコース選択をしているので、自分の強みを持った状態で社会に出ることは強みにな

ると感じ、相違は感じていない。 

玉 田 委 員 ：２年生になり内容がコースごとで変わってくるので業界に近づいた学びをしていると思う。フィットネスも

年々と変化してきているので、求められることも変化してくると考える。企業が何を求めているのかを外

部講師にヒアリングすると、より学生への学びに繋げられることが出来ると考える。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 
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（２）学校運営 

① 課題 

・sanko gate の活用レベル差がメンバーや講師にあった為、閲覧頻度などにばらつきがでた。 

・WEB ツールの棲み分けが明確ではなく使用ツールが担当者裁量になってしまい全体の効率化はあまり図れなか

った。 

・WEB 報告書を活用しようとしたが、取得後のデータ活用がうまくできなかった。 

 

② 今後の改善方策 

・IT リテラシー研修参加の促進をすることで WEB ツール知識向上を図る。 

・sanko gate の発信頻度がメンバーによって違うため役割明確化（全体発信は sanko gate それ以外は teams）を

する。 

・WEB 使用状況の管理をすることにより教員の活用頻度を効果測定し、頻度の低い教員へのアプローチをする。 

 

③ 特記事項 

・講師による WEB ツール研修の実施 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

玉田委員：教員と講師、講師同士で情報共有を出来ているので、運営方法等がイメージがつき分かりやすいと感

じる。ただ情報が sanko gate や teams と様々なところから発信があると、振り返るときに混乱を招く可

能性があるので、すみ分けが明確になっているとより良いと感じる。 

酒井委員：個別連絡もｔｅａｍｓの活用が多くなり、より連絡が取りやすくなってきている。 

小久保さん：ツールが様々あり、活用事例を地区会議で情報共有をしている。高校の段階で専門学校以上のＩＴリ

テラシーを身に着けてくる可能性がある。 

企業で今、給与を上げているところが多いが、学校運営で人材確保が難しい部分となっている。今の

情勢はどうなのか。 

浅野委員：人手不足の企業が多いので、需要と供給の兼ね合いで給与が上がる企業もある。企業運営のバラン

スを取る必要があるのですべての企業が賃金を上げられるわけではないと考える。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ３ 
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（３）教育活動 

① 課題 

・スポーツビジネス科・スポーツインストラクター科外部活動の場が誰もができるレベルではない。 

・実習やボランティア参加者が少なく増やしていく必要がある。 

・職員のセミナー参加（校内説明会や業界理解の為の）が少ない為、業界理解をしきれていないメンバーもいる。 

・教育開発部発行マニュアルの使用頻度に個人差がある。 

 

② 今後の改善方策 

・スポーツビジネス科・スポーツインストラクター科の総合演習の外部披露の幅を広げる。 

・職員が積極的な企業訪問で業界の魅力理解や魅力のある企業の新規開拓をする。 

・今までは単発で都度行っていた企業セミナーを年間計画での企業セミナー開催とし、計画的に実施する。 

・会議予定日前に教育開発部発行マニュアルを持参告知（担任会議、全体会議）する。 

 

③ 特記事項 

・全体会議にて授業力向上研修の実施をした。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
３ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
３ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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玉田委員：自発的に研修を受講するスタッフが多いので、受講した内容をアウトプットする機会を設けるようにして

いる。 

酒井委員：今は Youtube など無料でセミナー等を見ることが出来るので、社会に出るために自発的に勉強してい

る学生もいる。 

吉 越 さん：マニュアルがたくさんある中で、全体共有の方法を教えていただきたい。 

浅野委員：マニュアルの共有方法は会議で伝えている。会議時にマニュアルを持参して、対面で使用方法をレク

チャーをしている。周知・長期間の徹底することに難しさを感じている。 

小久保さん：年度毎にマニュアルが変わるので、全員へ配布をするが、定期的に見直すことが難しい。行事・授業

運営・教務力向上などのマニュアルがあるので、その都度タイミングで見ることが出来るとより理解が

深まると考える。 

玉田委員：スポーツビジネス科・スポーツインストラクター科の総合演習の外部披露の幅とは具体的にはなにか。 

吉 越 さん：総合演習ではフィットネスクラブを借りてレッスンをする機会がある。外部の実習活動の場を通して、モ

チベーションの向上、学ぶ機会が増えるようにしたいと考えている。 

 

 

（４）学修成果 

① 課題 

・合格率向上したが JATI、健康運動実践指導者の目標達成には至らなかった。 

・進級学年からの退学者が増加した。 

・コロナによる企業訪問が解禁されずに状況把握ができなかった。 

・卒業生支援として、情報発信システムの「sanko gate」にて定期的に情報を発信する 

 

② 今後の改善方策 

・ティーチングアシスタントを導入することで理解度の低い学生へのフォロー体制を作り、合格率向上に向けた環境

設定をする。 

・いつでもどこでもできる仕組みづくり（sanko gate、ポケ模型）を学生へ促進することで電車の待ち時間やちょっとし

た空き時間を有効活用かつ楽しむコンテンツを増やす。 

・毎月クラスのモチベーション低下生徒を担任同士で共有する学科会の実施をする。 

・保護者連携の強化のために特に欠席の多い生徒の保護者へ発送文送付をしていく。 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ３ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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③ 特記事項 

・卒業生によるボランティア開催を予定（イオン）しており地域連携と卒業後フォローの強化をする。 

・例年同様、リゾスポラボラトリーという卒業生との交流会を開催することで、共にキャリア形成ができる環境設定を

行っていく。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

酒井委員：卒業してからの集まりは学生同士の声かけがきっかけとなる。学校から声をかけてもらえると集まりや

すいと思う。社会人１年目はとくに不安があり、意見交換をしたいタイミングだと思うので、学校からフォ

ローアップがあると退職率防止に繋がると考える。 

玉田委員：卒業生によるリゾスポラボラトリーの参加は少ないので、より魅力を発信していきたい。コロナ禍の緩和

がありパーソナルでの求人が少しずつ増えてきている。卒業生との繋がりが個別間になっているので、

キャリア形成のための退職・転職したい卒業生に対して、企業情報がとりまとめされているものがあれ

ば、より卒業生へ浸透していくとともに、こちらからもアプローチしやすくなると考える。 

浅野委員：キャリアアップのための場はあるのか？ 

小久保さん：ウェビナ―など学ぶ機会を作っているが、卒業生へ届いていないことが現状としてある。今まではイン

スタグラムや三幸リンクしかなかったが、昨年度より卒業生にむけたＬＩＮＥが出来た。以前に卒業後、

社会人１年目のタイミングで同窓会を実施したが告知不足・日程調整が難しく参加者がかなり少なか

った。横浜地区は毎年度実施しているので、参考にして検討していく。卒業生向けにフェイスブックで

「人材バンク」に登録すると求人案内をもらえる仕組みがあり、ホームページにも掲載はしているが、ま

だまだ改善点はあると思うのでより良い仕組みづくりをしていきたい。 

退学率が課題となっているので、退学しそうな判断をどう感じとるべきか？ 

酒井委員：授業へのモチベ―ションや先生に対する相談、将来像に向けての相談などを受けることがある。 

玉田委員：近年、先生によって行動を変える学生が顕著に現れているように感じる。 

酒井委員：資格でＪＡＴＩや健康運動実践指導者・アスレティックトレーナーに向けての資格対策はあるが、外部

資格に向けての対策はあるのか？外部との関わりが増えることでより、モチベーション増加につながる

可能性があると考える。 

小久保さん：校内だけでも多数の資格があるので、難しい部分がある。外部の資格に関しては向上心を持った学生

が受験している。 
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（５）学生支援 

① 課題 

・コロナ禍での卒業生訪問機会が喪失し、接触機会が作れずに支援体制がつくり切れなかった。 

・卒業生の状況把握ができていないので支援が必要どうかも理解しきれていない。 

 

② 今後の改善方策 

・プチ同窓会の実施をすることで卒業生との定期接触をする。 

・同窓会 LINE の活用をし、状況把握に役立てる情報発信をしていく。 

 

③ 特記事項 

・クラス単位での保護者説明会を実施して直接担任より挨拶をしたことで保護者との連携が図れ入学前からモチ

ベーションの低い生徒等状況把握ができた。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

小久保さん：中途退学者への支援はクラス差があり、退学理由も様々になるので難しい部分がある。 

玉 田 委 員 ：中小企業だと産業医がいるが、学校でもあるのか？ 

小久保さん：スクールカウンセラーが地区で配置されており、本校も活用している。利用している学生も多く、各校

配置も検討している学校もある。また学生だけでなく、担任からスクールカウンセラーへアプローチ方

法を相談することもある。 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 



8 

8 

（６）教育環境 

① 課題 

・コロナによる海外研修ができなかった為、教育体制が作れなかった。 

・実習も一部コロナの影響によって受け入れができない施設があり、学生の実習機会が作れなかった。 

 

② 今後の改善方策 

・地域を変えて海外研修の実施をすることで教育体制再構築を目指す。 

・卒業生訪問をきっかけとした実習先の確保で学校理解と教育体制構築をする。 

 

③ 特記事項 

・2023 年度は海外研修実施予定となる。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

酒 井 委 員 ：三幸フェスティバルや実習がコロナ禍で出来なかった期間があったので先輩からの情報がもらえなか

ったことによる、学生の意欲変化はあるのか 

吉 越 さ ん ：実習に関しては、以前は全員が必修としていたところから、選択に変わったので参加人数が減った。

モチベーションを数値として測ることは出来ないが、肌感覚で下がっている可能性はある。行事に関

しても下がっている学生も見受けられ、スポーツデザインコンペディションも出席率が４割程度のクラ

スもあったのが現状である。行事の良さを知らず、モチベーション低下している部分もある。 

酒 井 委 員 ：行事の良さ、実習の価値を伝え、イメージがつく施策があるといいと考える。 

小久保さん：学校や行事を休むことにたいして抵抗がない学生が多くいると感じる。卒業式でも２割程度の欠席者

もいるので、学生自身が損得を考えて動いていることも見受けられる。海外研修はこれからアプロー

チするので、伝え方にも工夫が必要だと感じる。 

浅 野 委 員 ：施設・設備に関して、建物の修繕が必要な部分もあるが、その都度必要なものは対応している。内装

に関してもクロス張替えを実施して、きれいに保っていると感じる。防火扉や避難通路など不明点が

あれば、確認しながら運営しているので、きちんと安全管理していると感じている。 

小久保さん：夏休みのタイミングで職員の防災訓練を検討している。学生に関しては、避難場所は年度初めに告

知している。学生向けの防災訓練・救急法も今後、検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ３ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 
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（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

・入試制度の理解が高校によって違いが出ており、運用方法の理解が職員によってまばらとなってしまっているの

で案内の違いが一部発生する可能性がある。 

 

② 今後の改善方策 

・地域広報室との連携で高校入試情報を確認して全体共有をし、入試制度理解をする。 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第２次中期計画（2018 年度～2022 年度）の達成状況等の公開と同時に、第３次中期計画（2023 年度

～2027 年度）を公開する予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

①  課題 

なし 

 

②  今後の改善方策 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

・地域に向けた教育活動の不足があり、公開講座機会が減っている。 

・学校の認知に向けた地域への理解促進ができなかった。 

 

② 今後の改善方策 

・地域イベントや活動に参加をすることで学校と地域の方との相互理解をし、学校教育に活かしていく。 

・学校の施設を使用したイベント活動を地域の方向けに開催することで学生と地域を結ぶ。 

 

③ 特記事項 

・イオンイベントの継続の実施とイオン従業員へのイベント開催をする予定。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

小久保さん：幼稚園児を呼んで体育教室など実施している。 

浅 野 委 員 ：学生のうちから実際に教える側を体験することで社会に向けていい経験になると思うし、地域の方が

参加したことで健康意識が高まるいい機会になる。 

小久保さん：地域のお祭りなどあるのか？ 

浅 野 委 員 ：円頓寺で七夕まつりなどがあるが、まちづくりの団体があまりない。名古屋駅付近が企業参加している

可能性はあるが、主体となる団体があまりない。フェスは学校内だけだが、三幸学園名古屋地区の

共同のお祭り・回遊があると面白いと思う。 

玉 田 委 員 ：専門学校の学生が企業へ訪問して、指導して、何か協賛してもらえるという関係づくりは可能か？ 

小久保さん：イオンの福利厚生となるような取り組みも今考えている。 

玉 田 委 員 ：西文化センターは無償で利用することが出来、告知も可能だと考える。 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

自己評価の結果は概ね適正であると評価をいただいた。退学率の低減は実現できなかったが、各種アンケートの

結果、就職率は昨年度より良い結果が出せたと言える。 

2023 年度は学校満足度の向上から退学率の低減に向けて、教職員一同より一層力を入れていきたいと考えて

いる。また地域や業界から必要とされる学校になる為にも、地域貢献活動にも力を入れて取り組んでいく。 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ３ 
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